
アッシュバートンだより２０１１ 

Day 7  August 4(Thurs.) 

 

 朝は相変わらず氷点下ですが、日中は日差しも暖

かい一日でした。夕方から夜にかけてはポツポツ小

雨も降りました。 

今日はアッシュバートン・カレッジで１時間目の

授業を受けた後に、午前中は市内にある Netherby 

Primary School(小学校)を訪問しました。市内では

最も多民族の小学校で、マオリ民族の生徒を始め、

トンガやサモア、フィジーなどから移住してきた家

族の子どもたちも学んでいる学校です。５才から１

１才の生徒、１２５名が学ぶ学校です。 

始めに歓迎式典があり、Netherby の生徒たちが校歌やハカダンス、マオリの歌を披露し

てくれた後に、本校生徒も校歌と、今年は盆踊り（ドラえもん音頭）を披露しました。そ

の後、本校の生徒たちは６つのグループに分かれ、それぞれクラスを訪問し、日本の文化

を紹介するとともに、小学生と交流しました。紹介した日本の文化は以下の通りです。 

茶道            書道          羽根突き 

        寿司                         浴衣           箸 

帰り際には本校の生徒たちは多くの小学生に囲まれ、サインをせがまれていました。名

残り惜しくも Netherby Primary School を離れ、途中公園でランチをとった後、Rosebank 

Nursing Home(老人ホーム)を訪れました。お年寄

りの方々に迎えられる中、本校の生徒たちは、全

員おそろいの法被(はっぴ)を着て、「上を向いて歩

こう」「散歩」を斉唱した後、「ドラえもん音頭」

を披露しました。その後は、それぞれがお年寄り

の方々に積極的に話しかけ、折り紙を一緒に作っ

たり、お茶をたてたり、浴衣を披露したりしまし

た。Rosebank の皆さんの表情がみるみる明るくな

り、それにつれて本校の生徒たちもますます積極

的に多くの方々と会話を楽しんでいました。 


